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Tel / Fax　0940-32-1386
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平成30年度3月
議会一般質問

頑張る市民を全力で
バックアップ !
 ～訪問編～
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①漫画の力をまちづくりに
②2030 年 その時宗像を
　救うのは

　あの提案はどうなった？ ？
①多くの市民が利用するふれあいの森運動公園の課題改善
②防犯カメラ付自動販売機の設置

宗像市の事業に漫画を活用することでどのような効果が期待できるか。
執行部に対して宗像市の従来の定住化のチラシと市民に依頼して漫画制作して
もらったチラシを比較して説明を行いました。

漫画の持つ力　　 「理解しやすく、主人公(当事者)になれる」
漫画の力をまちづくりに① ② 2030 年 その時宗像を救うのは

これまで行ってきた提言

従来の
定住化のチラシ

市民に依頼して
漫画制作して
もらったチラシ

①宗像の地名や史跡、施設などを本やアニメ、ゲームソフトなどに使用してもらえるよ
　うに、自薦、他薦で募集し、作品はタウンプレスやＳＮＳ、ホームページ、図書館な
　どで取り上げ、功績のあったものについて表彰する
②芸術家の発掘、育成、活動の場の創出と、宗像の魅力を世界発信や離島観光振興
　などに活用する機会の創出を目的として、芸術作品、音楽、絵本、アニメ、映像な
　どの作品公募を行う
③宗像の魅力を国内外に発信すること、企業誘致、産業誘致、健康増進、スポーツ振興、
　観光振興、全てのまちづくりのブランド化を図ることを目的に、宗像応援大使を創設
　し、この中で漫画家を任命する
④映像を活用した宗像の継承の必要性

わかりやすく伝わりやすいという漫画の利点はプロモ―ションや観光の分野でも
有効であり、効果のある手段の一つと考える。 A

2030 年には総人口約９万人、高齢者人口約３万人、生産年齢人口約５万人と
なり、労働人口の減少による市税収入の減少、社会保障制度の悪化などによる
日常困難者の増加、農村荒廃の深刻化や介護、医療の問題など、様々な事象
が生じることが危惧されています。

平成 30 年度 3月定例会 一般質問 安部よしひで提案内容

解 説 宗像市も漫画の持つ力について理解をしていただきましたので、今後漫画を活用
したまちづくりが進められると手ごたえを感じました。

そもそも論として、国の文化芸術基本法には漫画やアニメが定義付けされている
のに、宗像市の計画などには定義付けがなされておらず、今後漫画を色々なま
ちづくりに活用していくのであれば定義づけを検討すべきではないか。

2030 年宗像を救うのは市民です、特に将来
宗像を担う世代も含めて丁寧に時間をかけて危
機感の共有をしなければ、だれも責任を持た
ないままその時を迎えてしまいます、2030 年
に向けて市民の意識共有を行う必要性がある

文字ばかりで
読みづらい…

そうそう！
私も思ってた‼
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次期計画見直しの時に対応について検討していきたい。 A

あんまり頭
に入って
こないかも

当事者目線で
理解しやすい！

だからこそ手を尽くさなければなりません！だからこそ手を尽くさなければなりません！だからこそ手を尽くさなければなりません！

日本の人口は確実に減少傾向にありますので、隣町から住民を呼び込むような
定住施作には限界があります。元祖国際都市を標榜する宗像市が国際交流政策
にとどまっていて、いまだ多文化共生に関する具体的な政策や具体的なロードマッ
プがないので、交流から、多文化共生（※インターカルチュラルシティ）政策へ
シフトすべきでは？

今後研究してまいりたい。 A
解 説 過去、誰も多文化共生に関して触れてきませんでしたが、今回宗像市の将来に大

きく影響する政策提言を行うことが出来たと手ごたえを感じています。

※インターカルチュラルシティってなに？
移住者や少数者によってもたらされる文化的多様性を、脅威ではなく
むしろ好機ととらえ、都市の活力や革新、創造、成長の源泉とする新
しい都市政策として、欧州ではこのアプローチが注目されています。

市民との意識共有については広報誌での情報提供や機会
を設けることも検討していく。 A



　あの提案はどうなった　①？ ？

平成27年3月定例会、平成28年6月定例会
の一般質問において駐車場の増設の必要性、
グラウンド状況、日陰スペースがないことの
課題についてグラウンドゴルフやソフト
ボール大会などに出場し現場の不備、課題を
体感したうえで執行部に指摘を行い、対策を
求めていました。
平成30年4月1日より、公園がリニューアル
されて屋根が新設され日陰スペースが確保
されたことで、より多くの利用者で賑わって
います。

宗像市を拠点に活動する女子フットサルチーム「フエルサ」の末永
監督からの相談を受け、3月25日～27日タイ王国を訪問しました。
選手の渡航費の一部は「クラウドファンディング」（インターネット
を通じて多くの方々に寄付を呼び掛ける仕組み）を活用して9万円
ほど資金が集まりました（不足分は選手の自己負担です）。
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訪問にあたっては在タイ福岡県事務所の職員のご協力を
いただきました。
女子サッカーの代表選手も所属する女子チームと試合し、
タイの男子フットサル代表チームの監督の指導を受ける
ことも出来てフエルサメンバーはとても充実した遠征と
なったようです。
また、宗像市の鎮国饅頭や海外向けの宗像の紹介冊子など
をタイの選手に渡し、宗像市のＰＲもしっかり行ってきま
した。交流の様子は西日本新聞でも取り上げられ反響もい
ただきました。
最終日は日本国大使館を表敬訪問させていただき、宗像市
の谷井市長からお預かりしていた親書を、対応してくださ
いました一等書記官にお渡しいたしました。今年10月に
は福岡市にタイの総領事館が開設される予定ですので、福
岡県（宗像）とタイの友好、スポーツ交流を築く取り組み
を続けていきたい旨をお話しさせていただきました。

プライベートを利用して、タイで宗像をPRしてきました！女子フッ
トサルのワールドカップが日本で開催される時には、是非宗像市
で海外の代表選手がキャンプをしてくださるように、アンテナを立
てて活動に邁進する所存です。

頑張る市民を全力でバックアップ！ ～タイ訪問編～頑張る市民を全力でバックアップ！ ～タイ訪問編～頑張る市民を全力でバックアップ！ ～タイ訪問編～
多くの市民が利用するふれあいの森運動公園の課題改善多くの市民が利用するふれあいの森運動公園の課題改善

　あの提案はどうなった　②？ ？

少年少女を巻き込む卑劣な犯罪が多発しており、その解決の
きっかけに防犯カメラの存在があります。
平成26年6月定例会で、公共施設に設置されている自動販売
機を、防犯カメラ機能が付いた自動販売機にすることで、防犯
カメラ設置コストやメンテナンス費用の抑制などができるの
で検討してみてはと提案しておりました。
今回、防犯カメラ支援NPOと宗像市とで協定書が交わされ防
犯カメラ支援自動販売機が市内に設置されることになりまし
た。提案当時に事例の情報を提供してくださった方々、応援し
てくださった方々のご尽力が実りました。

防犯カメラ付自動販売機の設置防犯カメラ付自動販売機の設置 自販機でも防犯カメラ
が見張っている！

▲タイの女子フットサルチームと
　交流するフエルサ

▲交流の様子が西日本新聞に掲載

実は私、宗像市
グラウンドゴルフ
協会最年少
会員です

市民による防犯活動と防犯カメラの設置で、宗像市の安心安全がよ
り一層強化されると思います。

2018年6月20日の定例会での質問予定
■ 2030年までに何をすべきか
■ ナイトタイムエコノミーについて

乞
う

ご
期
待
！

●ご報告●

議員として住民自治の基盤である自治会の「再生」を大きな課題の一つとして、今後のまちづくりに
生かしたいと考えています。

役員を引き受けさせていただき、学校に行く機会も増え、保護者のみなさんの声を伺うことが増え参
考にさせていただいています。９月議会では関連質問を行う予定です。

田久公民館長になりました

城山中学校PTA副会長になりました

今年１１月２６日に開催される大阪マラソンに、宗像市発祥の「パトロ
－ルランニング」（パトラン）で有名なＮＰＯ法人改革プロジェクトが九
州で初めて寄付先団体に指定されました。私も議員として防犯パトロー
ルと健康づくりを同時に行えるパトラン活動を後方支援させていただい
ており、行政に対してもハーフマラソンやマラニック大会の開催などを
訴えてきた経緯もあり、今回チャリティランナーとして 42.195km完走
を目指すことになりました。
つきましては、この改革プロジェクトさんの活動へ寄付を呼び掛けてい
ます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

大阪マラソンでチャリティランナーとして
宗像市とパトランの発信を行います

頼まれたら断れない性格・・・。引き受けたからには頑張ります！

企業スポンサー募集中！
多くの市民のみなさんに活動を知っていただくこと、市議会への興味関心をさらに深めていただけるよう
に努めることは議員としての重要な役目です。
現在、安部よしひでの活動報告書の作成費や視察研修費などは、その大半が政務活動費（税金）です。し
かし不足分は安部個人が負担しています。また議員インターンシップの受け入れは全て自己負担で行って
います。正に、頑張れば頑張った分だけ自己負担が増える状況です・・・・。
そこで、活動報告書に企業名などを掲載して下さるスポンサーを募ることで、政務活動費や
自己負担を減らし、その減らした分を他の議員活動に少しでも回せるようにしたいと考え
ました。このような取り組みは極めて珍しいのではないかと考えますが、日ごろ行政に
対しても事業スポンサー制度の推進などを訴えている立場ですので、まずは自らが
チャレンジしてみようと考えました。どうぞご理解お願いいたします。
配布枚数は2000枚です。企業名やお名前を掲載し、広く告知をさせていただく予定です
のでご連絡をお待ちしています。
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